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2023 年 4 月 JICA  月次レポート 

生理で学校に行けなくなる女子学生の教育環境改善事業 

<活動状況> 
1. 事業の中間報告会の実施（ワキソ県） 
2. ラジオトークショーの実施（ムベンデ県・ワキソ県・ブタンバラ県） 
3. 女子の教育推進、布ナプキン利用者の増加を目的としたラジオスポットメッセージ（コマーシャル）の放送 
4. 対象校においてモニタリングの実施（ムベンデ県・ワキソ県・ブタンバラ県） 
5. 対象校間の学び合い交流会の実施（ムベンデ県・ワキソ県） 
6. Happy-Pad プロモーションセンター（ワキソ県・ブタンバラ県） 
7. 第 3 回オンライン会議の実施 

 
1. 事業の中間報告会の実施（ワキソ県） 

4 月 3 日にワキソ県で中間報告会を実施した。残りの活動期間でより良い成果を上げるための活動状況の評

価を主な目的とし、対象校の校⾧、教員、学校運営委員、月経時の衛生管理クラブの代表者、市教育⾧を

はじめとするステークホルダーを含む 43 名が出席した。 

 

報告会では以下のことが共有された。 

 月経時の衛生管理において男性の理解を得るために保護者に向けて啓発を行う際には SORAK も出席

すべきである。 

 布ナプキン作製のトレーニングの過程を簡略化するためには、先に座学を行った後でミシンを使用した実践

トレーニングに移るべきである。 

 事業を円滑に継続していくためにも生徒会等に立候補する学生は月経時の衛生管理への取り組みを宣

言すべきである。 

 環境にやさしい方法で使い捨てナプキンを処理するためには各校で焼却炉の導入を検討しなければなら

ない。処理施設がない学校では汲み取り式トイレの穴に捨てるしかない状況にある。 

 

中間報告会への参加者数は以下である。 

生徒 学校運営委員/PTA 市の役員 教員 合計 
3 9 1 30 43 
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Jinja Karoli 初等学校の校⾧の
挨拶。 

SORAK 代表が報告会の目的、
事業計画の概要を参加者に説明
している。 

市教育⾧の挨拶 

   
月経時の衛生管理クラブの部⾧が
事業の活動に感謝を述べている。  

Kanyange 初等学校の月経時
の衛生管理クラブ部⾧が挨拶をし
ている。 

Buwambo 初等学校 の教員
がが事業の活動に感謝を述べ
ている。  

 

2. ラジオトークショーの実施（ムベンデ県・ワキソ県・ブタンバラ県） 

ムベンデ県では 4 月 3 日に FM Kibalinga より 1 時間のラジオトークショーを実施し、女子生徒の月経時の

衛生管理を支援するには男性の参加が重要であることや、生理用品を購入できない女子生徒が快適に学校

に通えるためのサポートを地域の住民に呼びかけた。主な話題は、対象校間の学び合い交流会への準備につ

いてであり、対象校に参加を呼びかけた。 

 

 
ラジオトークショーにて男性の参加の重要性について議論している。 

 

ワキソ県では 4 月 6 日、午後 7 時～8 時に「Voice of Kiryagonja」より１時間のラジオトークショーを実施

し、SORAK 代表、プロジェクトマネージャー、Kiryagonja 地区の女性部門官が出席した。トークショーでは主

に事業の概要やこれまで達成した事業の成果を地域住民に報告し、また月経用品の正しい処理方法や

Happy-pad プロモーションセンターで入手可能な布ナプキンを紹介した。女性部門官は特に女子生徒の保護
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者の責任について説明し、子どもを学校に通わせるように地域住民に呼びかけた。  

 

 

Voice of Kiryagonja でのラジオトークショー 

 

ブタンバラ県では 4 月 28 日に Voice of Butende よりラジオトークショーを実施した。  

ブタンバラ県のトークショーでは主に月経時の衛生管理や性と生殖の健康などに関する活動において様々な障

がいを持つ女の子たちも同様に対象とする考えや平等の精神を促進し、障がいをもつ子どもたちの月経や生殖

に関するニーズを満たしていけるよう地域住民たちに呼びかけた。また、保護者や教員たちに対しては月経時の

衛生管理に関して障がいをもつ生徒に対応するときは辛抱強く対応することを奨励した。 

対象校以外の学校に対しても、月経時の衛生管理に優先的に取り組むようにラジオを通して呼びかけた。 

更に月経中の女子に対する偏見や差別をなくしていくためには男性や男子生徒を継続的に参加させることが必

要であることを地域住民に訴えかけ、また、新たに設立した Happy Pad プロモーションセンターの紹介や、プロモ

ーションセンターでナプキン作製のトレーニングが受講可能であることも知らせた。 

 

  
4 月 28 日の「Voice of Butende」でのラジオトークショー 

 

3. 女子の教育推進、布ナプキン利用者の増加を目的としたラジオスポットメッセージ（コマーシャル）の放

送 

月経時の衛生管理、女子生徒の教育、生理用布ナプキンに関するラジオスポットメッセージを以下の通り放

送した。 
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• ムベンデ県:Luna FM（1 日 6 回） 

• ワキソ県: Voice Kiryagonja（1 日 10 回） 

• ブタンバラ県:Voice of Butende（21 回）、Voice of Kikambwe（22 回） 

 
4. 対象校においてモニタリングの実施（ムベンデ県・ワキソ県・ブタンバラ県） 
活動の進捗状況を確認するため 3 県の全ての対象校を訪問し、指標を用いてモニタリングを実施した。また活

動が順調に進められている学校を特定し、他の学校での活動の参考にした。 

 

ムベンデ県 

実施日:4 月 11 日、12 日 

 学校時間内で布ナプキン作製トレーニングを実施することができる時間は限られているので、より多くの生

徒をトレーニングできるように週末や⾧期休暇を活用している。 

 Dyangoma 初等学校、Gwanika 初等学校、Katega 初等学校などいくつかの学校では、布ナプキン

作製において男子生徒の方が積極的に参加している。 

 月経時の衛生管理クラブの部員たちは布ナプキンだけでなく、ミシンを活用した他の技術の習得を希望し

ている。 

 月経時の衛生管理クラブの部員たちは月経時の衛生管理における知識量が増え、学校で突然月経が

来てしまった生徒に対し適切に対応できるようになった。 

 多数の生徒が布ナプキン作製の技術を習得した。 

布ナプキン作製 

 
  

月経時の衛生管理のリーダー 
Kasasa 初等学校 

ミシンの使用方法におけるトレー
ニング Kasasa 初等学校 

作製した布ナプキン Dyangoma 
初等学校 

 

ワキソ県 

実施日:4 月 14 日、15 日、17 日 

 月経時の衛生管理の問題が改善した。Kanyange 初等学校の女性教員は、月経時の衛生管理の学

習を通し生徒同士が助け合い問題を対処できるようになったことに感心していた。 

 緊急用のナプキンを与えた生徒が次の日にまたナプキンを求めてくるように、子どもに生理用品を与えない

家庭が存在することが分かっている。月経時の衛生管理において協力的でない家庭は多い。  
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 学校によっては布ナプキン作製にあまり興味を持っていない男子生徒も多いが、教員が積極的な参加を

呼びかけている。 

 以前は手縫いでナプキンを作製していたが、ミシンが使えるようになったことで作業が簡略化した。しかし各

校 1 台ずつしかなく、女子生徒が占領してしまっているため、男子生徒もミシンを使用できるようにもう 1 台

設置することを希望している。  

 学校での水不足やナプキン作製に必要な材料が足りていないこと、保護者が協力的でないことが課題とし

て残っている。  

 教員の異動や生徒の転校により、月経時の衛生管理クラブの活動などに影響が出てしまうことも課題であ

るが、他の生徒を後任に入れることで活動を維持している。 

 布ナプキンの作製は材料の確保量に大きく左右されており、学校によって月に生産するナプキンの数もまち

まちである。 

 

 
  

月経時の衛生管理クラブのインタビ
ュー（Ssayi Bright 初等学校） 

月経時の衛生管理クラブのインタビ
ュー（Kirolo 初等学校） 

テーラーが機械を修理している
（Kitanda 初等学校） 

 

男性教員が布の切り方を教えてい
る。（Ssanga 初等学校） 

ミシンを使用している月経時の衛生
管理クラブのメンバーSsanga 初等
学校） 

完成した布ナプキン（Ssanga 
c 初等学校） 

 

ブタンバラ県 

実施日:4 月 29 日 

 教員が参加した月経衛生管理クラブの活動は継続的に発展している。 

 Bule 初等学校の校⾧によると、月経が自然の現象であることを理解した男子生徒が以前のように笑わな

くなったことや、女子生徒が男子生徒の前で月経について話すことができるようになったことに驚いていた。 

 多くの学校で、これまでより自由に会話ができるようになったことで、教員と女子生徒の距離が縮まった。 

 全ての学校において鍵付きのドアが設置され、壁の劣化も見られなかった。5 校（Butaalunga、 

Nawango、 Bule、Kitagobwa、Nkokoma 初等学校）は屋根がまだない状態である。 
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 どの学校においても洗面所などの施設は清潔に保たれ、床のセメントによる排水も良好であり、全体的に

衛生状況が改善していた。3校（Ntolomwe、Bule、Kitagobwa初等学校）では水源が遠く水不足

の課題があるが、雨季中は状況が少し改善している。  

 10 校中 7 校は緊急用ナプキンを洗面所に設置していたが設置できていない 3 校も着替え用の制服を用

意するなどしていた。 

 月経時の衛生管理クラブは全 10 校で機能していた。高等中学校へ進学したメンバーもいたが教員が新

たに選抜したメンバーで活動を継続しており、以前のモニタリングの時よりも、よりクラブの役割を認識してい

るようだった。 

 電動ミシンが導入された 3 校(Kitagobwa 初等学校、Nawango 初等学校、Butalunga 初等学校)

では、電力不足によりミシンが使えないことが多々あり、マニュアル（手動ミシン）との交換を要求されてい

る。 

 10 校中 7 校が布ナプキン作製に必要な材料が足りないことを課題として挙げていたが、コスト削減のため

にも身近で手に入る材料を活用するように助言した。 

 

   

月 経 時 の 衛 生 管 理 ク ラ ブ
（Nawango 初等学校） 

作製したナプキンを見せてくれて
いる（Butalunga 初等学校） 

水 タ ン ク を 見 せ て く れ て い る
（Nawango 初等学校） 

   

月 経 時 の 衛 生 管 理 ク ラ ブ
（Ntolomwe 初等学校） 

布ナプキン作製のデモンストレー
シ ョ ン を 行 っ た 後 の 生 徒 た ち
（Kayenje 初等学校） 

トイレットペーパー、石鹸、たらい
桶、水が設置されていた洗面所
(Ntolomwe 初等学校） 

 
5. 対象校間の学び合い交流会の実施（ムベンデ県・ワキソ県） 
ムベンデ県とワキソ県では活動の基準を設定し、最良の方法で実施していくためのアイデアを出し合うことを目的

に対象校間で交流会を実施した。  

 

ムベンデ県 

4 月 20 日に対象校の中でも活動が順調に実施できていない学校 St Mary’s Kiyita 初等学校、Kasasa
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初等学校、Kabowa 初等学校を、特に順調に計画を進められている Gwanika 初等学校に集め交流会を

行った。各校からは教員と月経時の衛生管理クラブのメンバーが参加し、合計で 29 名が参加した。開会の祈

り、挨拶、交流会の目的、教員からの話などの後にプロジェクトオフィサーから月経時の衛生管理クラブへのクイ

ズタイム、Gwanika 初等学校の取り組みの共有などがあり、5 時間ほどの交流会となった。 

 

参加者の出席状況 

生徒 女性教員 男性教員 合計 

21 6 2 29 

 

交流会では学校同士での学び合いがあり、交流会で得た知識を各校で持ち帰り共有することを約束してくれた。

また、布ナプキンを作製の材料が不足していても間に合わすことができることを交流会を通して学んだという St 

Mary’s Kiyita 初等学校の女性教員は、課題となっている材料不足の解決につながると話していた。 

 

   
Gwanika 初等学校のテーラーが
Kiyita 初等学校の月経時の衛生
管理クラブのメンバーにボビンに糸を
巻き付ける方法を教えている 

Kiyita初等学校の月経時の衛
生 管 理 ク ラ ブ の メ ン バ ー が
Gwanika 初等学校のテーラー
のサポートを受けながら糸の巻
き方を学んでいる 

ミシンを使用している生徒 

   
交流会の参加者 プロジェクトオフィサーが生徒たち

にクイズを出している。  
Kiyita 初等学校の月経時の衛
生管理クラブのメンバーが月経が
2～3 日続くものであることを知っ
た時の経験談を共有している。  
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Gwanika 初等学校の月経時の衛
生管理クラブのメンバーが経験談を
共有している。  

Kasasa 初等学校の月経時の
衛生管理クラブのメンバーが月
経中の問題の対処法を共有し
ている。 

布ナプキン作製セッションにおいて
最 も 積 極 的 に 参 加 し て い た
Gwanika 初等学校の生徒 

  
 

Kasasa 初等学校の女性教員が学
校での事業の活動状況について話
している。 

Kabowa 初等学校の女性教
員が事業の活動状況について
話している。 

作製した布ナプキン 

   
Kiyita 初等学校の女性教員が
Gwanika 初等学校で作製している
布ナプキンの手触りを確かめている。 

プロジェクトマネージャーが参加
者に交流会の目的を話してい
る。 

Gwanika 初等学校の校⾧によ
る歓迎の挨拶 

 

ワキソ県 

4 月 14 日、あまり活動が順調に進められていない学校の Maganjo UMEA 初等学校と Kanyange Mixed

初等学校が Jinja Kalori 初等学校での交流会に参加した。参加者は教員 3 名と生徒 40 名を含む 43 名

であり、月経の仕組みや月経中に起こり得る問題、またその対処法などの情報共有をクイズ形式で行った。 

 女子生徒が月経中に抱える腹痛などの問題などについてこれまで男子生徒は把握していなかったが、交流

会での経験談の共有を通して学ぶことができた。 
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 女子生徒もまた月経中に起こる腹痛や頭痛、倦怠感の対処法を知らなかったが、交流会のセッションを通

して学ぶことができた。 

 布ナプキン使用後に洗わずそのまま乾くまで放置していた生徒がいたため、使用後は直ぐに水につけておくな

どの洗浄方法を教えた。 

 洗う前に水に付けて置くなどの最良の処理方法についての知識を深めた。 

 月経時の衛生管理クラブのメンバーは月経や性と生殖の健康に関してより深く理解できた。 

  

  

訪問校の女性教員2名とプロジェク
トオフィサー 

3 校からの参加者 閉会の辞を述べる Maganjo UMEA 
初等学校の女性教員 

   

Kanyange 初等学校の女子生徒
が月経時の衛生管理における経験
談を共有している。 

Jinja Karoli 初等学校の女子生
徒が月経時の衛生管理における
経験談を共有している。 

布ナプキンの作り方を説明している男
性教員 

 

6. Happy-Pad プロモーションセンター（ワキソ県・ブタンバラ県） 

ワキソ県 

ナプキン作製のトレーニングを継続して実施しており、4 月は 8 名の女性が参加した。また、４月は 50 枚のナ

プキンを新たに作製し、60 枚（30 セット）を販売した。 

 

ブタンバラ県 

15 名のトレーニング受講者がナプキンを作製のトレーニングに参加し、その受講者が 97 枚のナプキンを作製し

た。 

 

販売計画 (ブタンバラ県） 

生産した布ナプキンの販売は対象校の生徒を対象に開始していくことを検討しており、学校での無料サンプルの

配布をする予定である。生徒たちが製品を気に入れば、生徒たちが広告塔となり集客できると考えており、製品

ブランドが認知され始めるまで 2 か月ほどかかると予測している。 
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7.  第 3 回オンライン会議の実施 
4 月 28 日に「月経時の衛生管理事業における障がい者の包括」をテーマに、2 時間のオンライン会議を実施

した。主な目的は障がいを持つ女の子たちが月経や性と生殖の管理において直面している課題を理解し、その

解決策を探ることであった。 

 

ブタンバラ県の Operation One Project より Fatnah Nantumbwe 氏、Iganga より障がいをもつ Sandra 

Balyejusa 氏の 2 名をゲストスピーカーとして迎え、合計で 19 名が Zoom でのオンライン会議に出席した。 

 

以下は参加者からの反応及び提案である。 

 プロジェクトチームは事業のデザイン、実施、モニタリング、評価の全ての段階において障がい者も対象

に含めて考えていくべきである。 

 月経時の衛生管理や性と生殖の健康についての情報は音声を多くしたものや、手話などを含む視覚

を重要視した資料、短縮したセッションなど、様々な障がいに対して異なった形式で提供すべきである。 

 洗面所施設は障がい者でも使用可能なものにすべきである。 

 教員トレーニングと同様に障がい者の世話人を対象としたトレーニングも実施すべきである。 

 保健省の Kato 氏は、教育省や保健省にと常に協力し指導を求めるようにチームに助言した。 

（参加者の一部） 

 

事業による効果的な影響 

 対象校間の学び合い交流会では、参加者がお互いから学ぶことに積極的であり、参加型の意見交換を

行うことができた。（ワキソ県、ムベンデ県） 

 ワキソ県及びムベンデ県の交流会受け入れ校は共有レポートの作成をはじめ非常によく準備ができていた。 

 学校の水準が上がったとしてラジオトークショーのリスナーは事業に感謝していた。（ムベンデ県） 

 ワキソ県での事業の中間報告会では対象校全 10 校が参加し、事業の現況について積極的に意見を共

有してくれた。（ワキソ県） 

 ワキソ県のラジオトークショー「Voice of Kiryagoja」では、女性部門官が出席し、特に女子に対する親の

在り方など月経時の衛生管理において啓発を行った。また、今後も協力していくことを約束してくれた。 

 ブタンバラ県のラジオトークショー「Voice of Butende」では、様々な情報を含んだ様々なスポットメッセー

ジを住民に向けて流すようにアドバイスした。 

 洗面所などの施設の衛生状況が大幅に改善した。（ブタンバラ県） 

 障がい者に関連したオンライン会議はとても有益なものであったため参加者も感謝が伝えられた。 



11 
 

課題 

 ワキソ県の中間報告会や、ムベンデ県の交流会で時間管理ができていない参加者がいたため、開始が遅

れたこと。（ワキソ県・ムベンデ県） 

 中間報告会が期末試験の期間中であったため、月経時の衛生管理クラブの全メンバーが出席することは

できなかった。（ムベンデ県） 

 交流会ではそれぞれの地域の言語で話す方を好む生徒が多く、互いの地域の言語の壁があった。（ワキ

ソ県・ムベンデ県） 

 雨季のためプロモーションセンターに常勤するのが難しかった。（ブタンバラ県） 

 オンライン会議では Google form を通して事前に登録した者のみしか招待できなかったため、出席者が

少なくなってしまった。 

 学校での布ナプキン作製用の材料が不足していること。 

 

教訓 

 月経時の衛生管理に対する生徒の態度に前向きな変化が見受けられた。（ムベンデ県・ワキソ県） 

 学校同士が集い事業実施に関する意見交換を行えば適切な解決策を導き出せることが分かった。 

 子どもに対しフレンドリーに接することができない親が多く、結果として月経に関する問題を対処するには同

級生や隣人を頼らざるを得ない状況にあるという証言が生徒から挙がった。（ムベンデ県） 

 女子生徒は恐れることなく月経に関して話をすることができるようになった。（ブタンバラ県） 

 月経時の衛生管理において計画する際は、月経を経験している大人のグループなど様々な異なったグル

ープの人々も対象にすべきである。 

 

提案 

学校は保護者会を利用してプロのテーラーを見つけ、雇うことを第一に優先し、給料を賄うためにもユニフォ

ーム製作をすべきである。（ムベンデ県） 

 布ナプキン作製技術の強化や機械の問題が発生した際に対処できるよう Kiyita 初等学校の女性教員

は週末に 2 名の生徒を Gwanika 初等学校のトレーニングセッションに参加させるべきである。（ムベンデ

県） 

 平日は布ナプキン作製のトレーニングが実施できる時間が限られているため、週末を使って実施していくべ

きである。（ムベンデ県） 

 学校で布ナプキンを手に入れることができるように、身の回りにあるものを活用し材料の確保に努めるべきで

ある。（ムベンデ県、ワキソ県、ブタンバラ県） 

 学び合い交流会の参加者は事業改善のための実行計画を考案し、活動を行っていくべきである。 

 生理用品に充てられるお金がないなどの思春期の問題を対処していくにはより多くのカウンセリングやガイダ

ンスの機会が必要である。 

 高等学校に進学した際の要望に応えるためにも、カリキュラムにミシンを用いた職業技術訓練の組み込み

を検討すべきである。  


